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4～1　S60年度前半期の新人教育をふりかえって
CCC　O市川裕美子　中川　舟瀬　黒田　小野寺
は臨看護要員は、職長を鋤暑の看護婦と
1名の看護助手の計17名である。毎年4月になると新入
職員が配属されるが、今年は4月に新卒者3名を含む5
名と5月に1名の配属があった。今までは新人教育に対
し決まった手順、方法はなく、関わったスタッフ（以下
新人を除く看護婦をいう）が個々に指導していく型であ
った。CCCでは特に重症患者が多く、基礎的墜基
蝿確十三脳力・　さ．らにi軽塾十寸処でき鐡と
塑≦毫塵怠憎憎能戸戸ii羅。またME機
器や人工呼吸器などを安全に使用し、適切な観察のもと
に予測、半蜥：できう能力が必要となる。そこで変生は教
亘彫名塗輿め、上記のことができるだけ早く理解でき
実施できるように、病棟内オリエンテーション及び勉強
会を計画し個人経験評価表を作成した。しかし6ケ月を
経過して、評価に対するいきづまりを感じ、評価を含め
指導体制のあり方やフォローの仕方に問題はないか見直
す必要があると考えた。そこで今回行ってきたことを振
り返る為に、スタッフ全員にアンケート調査を実施し、
新人教育の問題を明確にしたのでその結果を報告する。
1　本年度の新人教育（図1）
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1．病棟内オリエンテーション
〈目的〉
・CCCの概要とチームの目標を知る。
〈方法と内容〉
・配属第1日目に行なう。
・婦長より、看護体制と業務分担、CCCでの計画と教
　育、看護手順、事務上の手続、物品について等のオリ
　ェンテーションを施行する。
2．勉強会
〈目的〉
・CCCで行なわれている看護や処置、　ME機器や人工
　呼吸器などの安全な取り扱い方を学ぶ。
・スタッフ自身の知識、技術の向上。
〈方法と内容〉
・呼吸、循環、代謝、救急、CCCの特殊性の5項目を
　講義形式て行なう。
・スタッフ2～3名のグループ編成をし、自分の行ない
　たい項目を選択する。
・講義内容は、グループ内で原案を作成し、婦長と係が
　点検する。
・4～5月に4項目8回で、看護を中心に講義とデモン
　ストレーションを行ない、9月にCCCの特殊性と看
　護、事故防止についての1項目1回の講義を行なった。
3．実践の関わり
く目的〉
・ベットサイドにおける看護の実際、処置、業務等を修
　得する。
〈方法と内容〉
・ミット期間は1ヵ月とし、新人1人に対し1人のスタ
　ッフで指導する。
4．個人経験評価表の作成（参考資料1）
〈目的〉
・経験項目と回数を明確にし、未経験項目に対しては積
　極的に経験できるようにする。
・自己評価することにより、できる所とできない所を明
　確にする。
・新人に．は、これからの仕事の意欲につなげること。ス
　タッフ内では、フォローについての参考にする。
〈方法と内容〉
・講義の5項目とCCCで行なわれている業務を、でき
1るだけ細かく分類し、経験回数、自己評価をグラフ形
　成に記入する。
・1、3、6カ月、1年で評価し、3ヵ月目には到達し
，てほしい所にラインをひき目標とした。
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・評価月に各新人に記入してもらい、その後点検し備考
欄に係がコメントを加えた。
・新人、スタッフの目の届く所に置き、全員に目を通す
よう呼びかけた。
・当初6ケ月も評価表を使う予定だったが、技術面の評
価がクローズアップされすぎている為、新人には感想
文形式で6ケ月間の自己評価をしてもらった。またス
タッフ間では新人個々に対するフォローの仕方につい
ての話合いをもち、その結果を個人面接により新人に
伝えた。
アンケート調査の結果（図2）
（対象）新人、スタッフ計16名　回収率100％
JI　本年度の教育を評価する為の方法
1．新人、スタッフへのアンケート調査
〈目的〉
・本年度、新人教育に関して行なったことに対する意見
　の把握をする。
・今後の方向性を見いだす。
〈方法と内容〉
・新人、スタッフを対象に、勉強会、実践の中での関わ
　り、個人経験評価表、フォローの仕方、今後に望むこ
　とを記述式で記入する。
1
勉
強
会
2
実
践
の
か
か
わ
り
3
個
人
経
験
評
価
表
4
フ
オ
ロ
1
の
仕
方
新 人
・予習も不足していたが、資料を事前に配布し、講義
内容の予定を詳しく知らせてほしい。
・講義重点であり、デモストレーションが少なく、体
得しにくかった。
・内容は基礎的であり、系統だてて行なわれていたの
でわかりやすい。
・計画的に行ってほしい。
・毎日の評価を行い、それをもとに、継続性をもって
関わってほしい。
・スタッフ間でミットの期間を明確にして、方法も統
一してほしい。
・スタッフの実際の行動から学ぶことが多い。
・ミット期間中、その日は、自分がどこまで実践させ
てもらえるかはっきりしない。
・項目が多い。
・3カ月目の到達目標が明示され、目安になった。
・評価の基準がどこにおかれているのかわからない。
・主観的に評価してしまう。
・定期的に評価することで、自分をふりかえる時間が
もてた。
・紙面上では評価できないこともあった。
・評価表に記入された係からのコメントは参考になっ
た。
・個人面接により、直接、意見や感想の交換ができて
よかった。
・フォローする時に、経験評価表を、もっと活用でき
るのではないか。
ス　　　タ ツ フ
・自己啓発につながった。
・資料の準備や講義内容の選択に苦労した。
・講義の内容や時期として、新人には少し早いものもあ
　つたのでは？
・自分の行った講義を新人がどの禾鍍理解できたかわか
らないので評価ができない。
・新人がどこまでできているのかが次のミットにつく人
に伝わらず、新人把握がバラバラだった。
・統一した関わり方、方向性をもっていない。
・毎日の評価が大切である。
・申し送り開始時期や夜勤に入る体制などについて、不
適当な時期もあったのではないか。
・内容は細く分り易いが少し多い。
・新人の経験度を知り、経験させる機会をつくれた。
・技術的な内蓉が多い。
・評価に係の主観が入るのではないか。
・評価の裏づけが具体的に新人に伝えられなかった。
・あまり目を通していない。
・フォローする時、経験評価表をあまり参考にしていな
かった。
・係の評価と自分の評価に違いがある時、フォローしに
くい。
・新人に対する情報がもっと欲しい。
・統一性、継続性をもって、フォローしたいが、自分だ
けではできない。
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考察
　フォローの仕方の結果をふまえて、勉強会、実践の中
での関わり、個人経験評価表の3項目について考察する。
1．勉強会について
　新人を迎えるにあたり、今年からスタッフによる講義
形式の勉強会を計画し実施してきた。講義の資料準備、
方法、内容が担当者に任された部分が多く、その為各担
当者ごとに講義内容の深さにばらつきが生じてしまった
と考えられる。私たちは、今回行なった資料、内容の評
価をし、補充、整理する必要があると思う。時期は、新
人ができるだけ出席できるよう考慮し4～興蔓轡虫．さ一
せた。しかし内容によっては■！＝．塑≦二？き．』三く～、うの
もあり、ベットサイドでのケアーに結びつけて考えにく
いものもあったと思われる。今後は時期と内容を組み合
わせて考えていかなくてはならないと考える。また新人
は新スタッフとしての緊張もあると思われるので雰囲気
づくりにも気を配ばり、お互いの意志疎通をはかりなが
ら進めていきたい。実施後のフォm一の為、新人には講
義後にアンケートをとったり、筆記試験や実施の中で理
解度を明らかにしていくことが必要だと思われる。今回
は新しい試みということもあり、不備な点も多かったが
ろ一2a＝v7（の翌旦廻船ζもつながり、今後継続して℃≦墨
g～星～蝿嘆2些gではないかと思われる。
2．実践の中での関わりについて
　新人1人に対し1人のミットをつけながら勤務を組み
合わせた。しかし何日目でどの位までとか、どんな方法
で行なうか、また評価をどのようにしていくかなどの具
体的な基準がなく、漠然とした判断のもとでミットがは
ずれていった。スタッフ間では新人の行動、能力の把握
がバラバラで、ミットが代わる中で次のミットに指導要
項が伝わっていないことが多かった。その為新人個々の
評価が不充分で、段階的、継続的な指導にならなかった
と考えられる。以上より段階的到達目標を設定しその目
標に沿った指導要項を作成すること。また新人、スタッ
フともその要項に沿って統一された方法で関わっていく
ことが必要と思われる。個別性にあわせて指導していく
為に毎日の評価を行なうことを徹底し、スタッフ間でも
情報交換の場を多くもちながら、個々の能力を理解し、
継続的な指導を行なっていかなくてはならないと思う。
3．個人経験評価表について
　新人、スタッフとも経験回数という点では参考になり
相方ともできるだけ経験できるよう配慮できた。内容は
細かくてわかりやすいが項目が多い、技術面が多いなど
あげられた。また評価の部分では、係が1ケ月3ケ月と
備考欄を利用してコメントを加え、全員に目を通し補充
するよう呼びかけたが、あまり目は通されていなかった。
全体的にあまり活用されなかった原因としては、スタッ
フ間での意識の高まりに欠けていたことが考えられる。
作成にあたっては、昨年までの資料や看護雑誌などを活
用し作成した。しかしスタッフには完成したもの
を見てもらった為、意見を取り入れることが少なくなり
「新人と係だけのもの」という感じになってしまったと
思われる。評価の仕方も、新人が記入したことに対し係
が主になって行なっていることが多かった。その為新人
の評価がスタッフ全員に行き渡らず、実際にミットにつ
いた時のフォローが充分にできなかったと考えられる。
評価表を利用して毎日評価し、一日を振り返っていけば
フォローもその日のうちにでき、新人、スタッフにとっ
てもっと親しみ易いものになったと思う。今後は評価表
の内容を改善し、できるだけ客観的に評価できるように
すること、また実践の中で、評価表をどのように活用し
ていくかを再検討し、全体で統一した方法で行っていく
ことが必要と思われる。
まとめ
　今回の研究により、次のことがはっきりした。
1．新人教育の指導計画が具体的に確立されてなかった。
2．評価方法、フォローの方法が主観的であった。
3．新人教育に対して、スタッフ間での段階的目標がは
　つきり設定されていなかった。
4．不足な点もあったが、勉強会を実施したこと、個人
　経験評価表を作成したことは良かった。
　以上より、今後はまず、段的目標をはっきりと打ち
出し、それを全員に浸透させる。そして新人教育を2～一N
ッフの成長の機会ととらえていく方向である。
おわりに
　今回は6ケ月までの新人教育の評価をした。これをも
とに、年間の目標を設定中であり、これに沿って内容の
改善をし、来年度の新人教育に向けて進んでいきたい。
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＜参考資料1＞
個人経験評価表（一部）
経験回数
　o　＠　＠　＠
一FO一一一一一一FCF　　f　　　　　T
　見学のみ　　10回以上
　①未経験（
　②1～3回経験した
　⑤3～5回経験した
④5～10回経験した
　　○一一一一・（）1ケ月の経験度　（
　　V一＞3ケ月の経験度
評　　価
。　　＠　　＠
〆①1人ではできない、分らない
②ほぼ1人でできる。
　だいたいわかる。
⑤確実に1人でできる。分かる
　○一一一っ1ケ月、3ケ月（
　　　　　　の新人評価
　ト／3ケ月の到達目標
項目 内　　　　　　　容 経験回数 1ケ月評価 3ケ月評価 備　　　　考
・目的がわかる
置
②
・準備ができる
・介助ができる
・施行後観察ができる
十
気管切開
・カニューレ交換の介助ができる ＼
3ケ月一気管切開も少しずつなさ
黷ﾄいる処置です。予測をもって
C切に至ることもありますが、緊
}に気切をすることもあります。
ｾいたい1人で出来そうですが、
烽､一度、必要物品、介助方法の
ｩ直しをして下さい。スタッフも
C切の機会を経験させて下さい。
@　　　　　　　　黒田
・由仁の介助ができる ＼N
・サマリー記入の目的がわかる 1
・優先度をふまえた記入ができる
・病棟Nsヘレポートできる
・カルテ、他の整理ができる →
、
3ケ月一1ケ月と比べて経験回数
ｪ変わってないようです。6ケ月
ﾉなるまで少くとも5回以上は経
ｱできるように考慮していく。
煤Aスタッフも記入されたものに
ﾚを通しアドバイスを加えて下さ
｢。　　　　　　　黒田
・A～Hまで理解されている
・一一沂~急処置ができる 　　　　　ゐ鼈鼈黷一一一一　　　　一一→一一一?
救急時のDr報告と連絡ができる?
家族への連絡と配慮ができる?
変時の対処?
変時の対処は頭でわかっているよ
､でも、なかなか実践となるとあ
墲ﾄてしまったりするものです；そ
ﾌ場にあった時に、どうずればよ
｢のか先輩の指導をうけて、自分
ﾌ中でもどのようなことがなされ
ﾄいたかを振り返ることが大切だ
ﾆ思います。　　黒田
常に安全を配慮した看護が実施できる　
i転倒、器械操作etc? 一4
鼈鼈鼈鼈鼈黶ｩ一?
／?
地震、火災発生時の対策がいえる?
地震後の点検がいえる? ?
故防止対策?
?
ケ月仕
魔ﾉも慣れてきたようです。仕
魔ﾌ流れなども、できていると思
｢ます。事故のないよう安全性を
lえながら物事を行って下さ奏書
A経験項目の不充分なところは積
ﾉ的に取り組んでいくようにしま
ｵよう。　　　　黒田
感染症発生時感染防止対策ができる　
i各菌種、汚染物の種類の違いによる消
ﾅ法がわかる）?
事故発生時の報告、事故処理について理
?ｵている?
